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弔哭安田信一学兄
住友修史室嘱託（元住友金属工業株式会社検査役）
中 瀬正雄
このたぴ「故安田信一先生追悼号」を発刊せらるるに当り，友人のひとり
として追悼の辞を寄せる機会を与えて頂きましたことに対し，深甚なる謝意
を表します。
安田君一本来ならば安田教授と申すところでありますが，永年‘‘安田”,
“中瀬”と呼ぴ合って来た仲で，改まった呼び方をいたしますとなんだか人
が遮ったように感じますので，安田君と呼ぶ非礼をお許し頂きたく存じます
―と私は，小学校に上るまえからの，年数にいたしますと六十有余年にわ
たる長い付合いであり，またお互いに心を許し合った，文字通り無二の友人
でありました。
私たちは，城下町尼崎の商家の倅として生まれました。
現在では，殺風景な工業都市という印象の強い尼崎市ですが，私たちの幼
少の頃は，まだどこかに古い城下町の名残りがあり，天主閣こそなけれ，苔
むす石垣，鬱蒼と茂った本丸趾，黒く淀んだ堀割りなど，松平遠江守四万石
時代の風情を感じさせるものがございましたし，海浜に出ますといわゆる白
砂青松の長汀で，琴の浦と呼ばれる月の名所でありました。
小学校時代を，両名は同じクラスで過ごしました。． 
放課後には蝉やとんぽを追う野原があり，鮒や目高のいる小川があり，ま
た親の目から隠れて泳ぐ河や池もありました。現在とちがい，中等学校以上
へ進む者はごく僅かで，のんびりとした毎日でした。
小学校の高等科を卒業する時，安田君は関大二商に進むことを，私に告げ
ました。
この学校は，戦後の学制改革の際に発展的に解消いたしましたが，聞くと
256(256) 第 28巻第 1 号
ころによると当時全国に 2校よりなかった三年制夜間甲種商業で，立派な先
生方が揃っておられました。
のち，私も 3ケ年遅れてこの学校に入ることになったのですが，その頃こ
こで“商事要項”を担当しておられた森川太郎先生との出合いが，安田君の
一生を決定づけることになったように思われます。
森川先生は，当時三十歳台半ばの新鋭学者で，関西大学専門部において金
融論を講ずるかたわら， 開大二商でも教鞭を執っておられたのであります
が，その講義は大変興味深く，今から考えますと，講義内容も単なる商事要
項ではなく，むしろ経済原論的なお話が多かったように記憶します。
おそらく，安田君の脳裡深く眠っていた学問的才能は，この森川先生の該
博なる講義に誘われて油然と噴出し，以後専門部を経て大学に進んだばかり
でなく，貨幣・金融論を中心とする経済理論の探求に，生涯を捧げる決意を
為すに至ったのではないでしょうか。
なお，ここで一言申し述べて置きたいのは，安田君は，こうした学究の徒
への途を全く自分ひとりで選択し，自己一身の責任において決定されたこと
であります。
率直に申しまして，安田君のご両親は，このことに反対でした。
当時の商家の常として，倅は家業を継ぐのが当然であり，継げない息子は
“不肖の子”でした。
二商，専門部と 6ケ年間の夜学の後，昼間の大学に進むについても，ご両
親の説得には並々ならぬ努力が必要でした。安田君は，根気よく，粘り強く
懇請し，嘆願し，そして終に成功しました。
大学総志向の現在からは，ちょっと考え難いところですが，安田君のご両
親が特に物分りが悪かった訳けではなく，ご両親はただ，一人息子に早く跡
を継がせたいという世間並の常識を，持っておられたに過ぎません。
こういうふうに，自ら困難を打ち破って進学されただけあって，以後の安
田君の襲心は学問以外にはありませんでした。
スボーツ関係のクラブ活動は，一切やらない。映画・演劇•音楽の類にも
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無関心。碁・将棋・マージャンもすべて駄目。ただひたすら図書館へ通っ
て，本を読んでいたようです。
日瞳日や夜間には，私の宅へよく遊びに来ました。また，時には二人で郊
外散策をしたこともあります。しかし，話題はいつでも研究課題や書物のこ
とばかりでした。
こんな記憶があります。
ある夏の日，京都の八瀬から比叡山へ登り， 延暦寺根本中堂へ詣でたの
ち，近江の坂本の方へ下りました。
私の頭の片隅には，漱石の“虞美人草”の冒頭に出て来る甲野さんと宗近
君の姿がチラチラしていました。しかし，安田君には，そんなロマンチック
な幻想などは露ほどもなく，丁度読み始めたばかりというベーム・バベルク
の ‘‘Kapitalund Kapitalzins"について，延々と語り続けました。そして，
とうとうこの本を一緒に読もうと言い出しました。
実のところ，その時私は大学に進んだばかりで，ベーム・バベルクがどん
な人やら， “Kapitalund Kapitalzins"がどんな本やら， 一向に不案内でし
た。しかし，安田君が余り熱心に奨めますし， また， 曽って河上肇博士の
「経済学大綱」を読んで以来，当時は‘‘禁書”になっていたマルクスの“Das
Kapital"を読んでみたいと思っていましたので， 愚かにも書物の題名から
似たようなものだろうと速断して，承知しました。
さて，改めて読み始めて，その難しさに閉口し，内容も予期していたもの
とはまるきり遮っていることに気がつき，とうとう“第1部 資本利子論の
歴史および批判”で打ち切ってしまいました。
とんだお粗末の一席でした。
それはさておき，この頃から安田君は，森川先生の懇篤なるご指導を頂き
ながら，金融経済理論を専攻分野と定め，学究としての途を歩み始めます。
その軌跡は，その後彼が発表を重ねる論著に明かでありますが，その際に看
過すべからざる一事があります。
昭和16年12月にいわゆる大東亜戦争が勃発し，戦火の拡大につれて多くの
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若者が戦場に送られました。安田君は，幸い丙種国民兵役に属し，当初は召
集の惧れは少なかったのですが，その後戦勢非なるに及んでは，必ずしも安
心してもおられない状況になって来ました。
安田君は，その時に備え，ともかくこれまで研究して来たところを纏めて
置きたいと思いました。そして，戦争末期の騒然たる中で，ひたすらその事
に没入しました。
刻苦努力の甲斐あって，昭和20年の初頭には稿が成り，早速森川先生の内
閲を仰ぎました。
森川先生は一読して，その非凡なるに感嘆し，ぜひ印刷に付したいと思わ
れました。しかし，当時の状況は，既に純粋経済学説の刊行を，不可能にし
ていました。
先生は安田君を呼び，その論稿の出来栄えを褒めるとともに，現在これを
印刷する方途なきを告げ， 暫く大切に保管するように諭して返却されまし
た。安田君は，師の言葉に半ば喜び，半ば落胆して帰宅しました。
その夜のことであります。
大阪市の中心部が大空襲を受け，その余波は尼崎市にも及び，無惨にも安
田君の居宅は全焼しました。
焼夷弾によるいわゆる絨緞爆撃の故に，何を持ち出す暇もありません。ゎ
が身ひとつ，命からがら逃げ出すのがやっとのことで，安田君鍍骨の稿本は
関連資料とともに灰儘に帰してしまいました。無念というも愚かなりであり
ます。
安田君が，この物心両面にわたる大打眠から立ち直るには，数ケ年の歳月
を必要としました。
昭和26年， 自ら‘‘貨幣本質の研究に微力を尽し， 今日までに到達せる結
果”と銘打つ「貨幣本質論序説」を刊行しました。彼が本格的に世に問った
最初のものかと考えますが，基本的にはケインズの学説に依拠しつつ，随所
に彼独自の鋭い所説を展開したこの著述は，学界より高い評価を与えられた
と聞き及んでおります。
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その後，昭和30年3月，在外研究員として英国に留学，翌31年5月までオ
ックスフォード大学のハロッド研究室において研鑽を積みました。
その成果を集大成したのが， 32年10月発表の「経済成長・発展およぴ産業
構造」でありますが，この著書により経済学博士の称号を受けたばかりでな
く，学界における地歩を確固たらしめたものと思います。しかし，そうした
経緯やその後の彼の業績については，諸先生方が詳しくご存知のところであ
り，私が蛇足を加える必要はありますまい。
ただ，私は最後に，安田君をしてかく大成せしめた蔭の力，清子夫人の内
助について，一言申し添えたいと思います。
上来述べましたように，安田君は，天性の資質を多年の刻苦努力により磨
き上げた稀に見る学究の徒であり，俗世間の毀誉褒貶には一顧だに与えぬ純
粋さを持ち続けておりました。このことは，学徒としては真に称賛すべきと
ころでありますが， しかし一歩を誤れば，あらぬ誤解を招く惧れなしとはし
ませんでした。そこを手際よく補完し，万事みごとに取り捌いて来られたの
が清子夫人であります。
安田君と清子さんは，昭和18年1月，華燭の典を挙げられました。爾来約
40ケ年に及ぶ結婚生活でありますが，その間平穏な日ばかりが続いたわけで
はありません。
いや，むしろ当初は，新婦清子さんにとって，蜜月と呼ぶにはほど遠い，
苦しい日々であったと思います。
戦時下の窮乏は暫く措いても，安田君が幼児期に実父を失ったという家庭
事情の故に，並々ならぬ気苦労が新婦の重圧となっていたことは，推察する
に難くありません。
しかし，安田君を絶対的に信頼した清子さんは，深い理解と大きな愛情を
もって夫を支え，かつ両親（義父と実母）に仕えました。
前にも述べた20年3月の戦災の際でも，清子夫人の献身的努力がなかった
ら，あるいは安田君は再起不能で終ったかも知れません。
まことに，安田君があれだけ学問一途に打ち込むことが出来たのは，ひと
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えに夫人の協力があったればこそで，逆に言えば，安田君の遺した功績は全
く清子夫人の内助の賜ものと申しても，過言ではありますまい。
決して，故人を貶めているのではありません。安田君も
全く，そのとおり」
と，私の言に同意してくれていると信じます。
3年ばかり前に， 安田君は奇禍に遇い， その後健康が勝れなくなりまし
た。爾来，夫人がいかばかり心を労し，手を尽くされましたことか。
現代医学の粋を求め，あらゆる治療を試みられたことは申すまでもありま
せん。それでも捗々しい結果が得られないと見るや，和漠の高貴薬や，果て
は鍼灸・加持祈祷の類に至るまで，およそ人が良いと奨めるものはすべて試
みられました。
その姿を見ているだけに，私は，なんとかもう一度，安田君に健康を恢復
して欲しかった。せめて，もう2~3年でも，生きていて欲しかったと，思
います。
しかし，命なる哉，安田君は逝ってしまいました。
生者必減・会者定離という佛者の教えは， かねてから聞き知っておりま
す。けれども，それが無二の友安田君との間に，かくも早く硯実のことにな
ろうとは，凡愚の身の思いも及ばぬところでした。
悔んでも侮み切れない哀惜の情が胸にあふれ，思い出は綿々と尽きるとこ
ろがありません。
しかし，安田君は最後まで自己の所信を貫き，為すべきところを果して長
逝したのです。
古語にも“四時の序，功を成す者は去る”とか申します。
今はただ，去って行った安田君のご冥福を静かに祈るのみでございます。
